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3　
イ
ギ
リ
ス

ロ
ン
ド
ン
ま
で
の
足
跡

　
漱
石
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
に
初
め
て
足
跡
を
残
し
た
の
は
、
一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
三
）

十
月
十
八
日
、
イ
タ
リ
ア
の
ナ
ポ
リ
の
一
時
上
陸
の
時
で
あ
っ
た
。
半
日
の
上
陸
見
物
で
、

漱
石
は
博
物
館
で
ポ
ン
ペ
イ
の
出
土
品
な
ど
を
見
て
い
る
。
日
記
の
「
道
路
ハ
皆
石
ヲ
以
テ

敷
キ
ツ
メ
タ
リ
此
地
ハ
西
洋
ニ
来
テ
始
メ
テ
上
陸
セ
ル
地
故
夫そ

れ

程ほ
ど

驚
キ
タ
リ
」
と
い
う
記
述

は
、
確
か
に
実
感
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　
翌
十
九
日
に
船
は
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
に
着
き
、
同
行
の
留
学
生
、
漱
石
・
芳は

賀が

矢や

一い
ち

・
藤ふ
じ

代し
ろ

禎て
い

輔す
け

ら
は
こ
こ
で
上
陸
、
正
式
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
土
を
踏
む
こ
と
に
な
っ
た
。
難
儀
を
し
な
が

ら
列
車
で
パ
リ
に
着
い
た
の
は
二
十
一
日
朝
で
、
二
十
八
日
に
パ
リ
を
出
発
す
る
ま
で
、
会

期
が
延
長
さ
れ
た
パ
リ
万
博
を
見
物
す
る
。
皆
で
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
の
最
上
階
に
登
っ
た
時
、

芳
賀
矢
一
は
、
塔
上
か
ら
鋼こ

う

子
夫
人
に
絵
は
が
き
を
書
き
、「
真
に
宇う

内だ
い

の
壮
観
な
り
」
と

記
し
た
（『
芳
賀
矢
一
文
集
』）。
こ
の
パ
リ
の
一
週
間
を
跡
付
け
た
本＊
も
刊
行
さ
れ
た
。
大

都
会
に
驚
い
て
い
る
様
は
、
二
十
三
日
付
の
鏡
子
夫
人
宛
の
手
紙
に
詳
し
い
。「
是
ヨ
リ
ハ

＊
山
本
順
二
『
漱
石
の
パ
リ
日

記
』（
二
〇
一
三
・
一
二
、
彩

流
社
）

パ
リ
万
博
会
場
　
右
奥
に
エ
ッ
フ

ェ
ル
塔
が
見
え
る



191 Ⅵ　東京を遠く離れて　―　地方都市・外国と自然の中で

一
人
ニ
テ
英
京
ニ
渡
ル
事
故
ド
ウ
ナ
ル
カ
妙
ナ
モ
ノ
ニ
候
」
と
い
う
一
節
も
あ
る
。

ロ
ン
ド
ン
の
足
跡＊

　
一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
三
）
十
月
二
十
八
日
夜
に
一
人
ロ
ン
ド
ン
に
着
い
た
漱
石
は
、
前

に
留
学
し
て
い
た
こ
と
の
あ
る
大
塚
保
治
に
教
え
ら
れ
た
宿
、
ガ
ワ
ー
・
ス
ト
リ
ー
ト�76 

G
ow

er Street

の
一
室
に
落
ち
着
い
た
。
ロ
ン
ド
ン
大
学
や
大
英
博
物
館
に
も
近
い
場
所

で
、
建
物
は
今
で
も
残
っ
て
お
り
、
特
定
出
来
る
。
建
物
の
前
は
、
交
通
量
の
多
い
道
路
で

は
な
い
が
、
少
し
行
け
ば
も
う
繁
華
街
の
趣
だ
。
漱
石
は
早
速
翌
二
十
九
日
に
市
街
を
歩
き

始
め
る
が
、
折
か
ら
の
ボ
ー
ア
戦
争
か
ら
帰
っ
た
兵
士
の
歓
迎
行
事
の
喧
騒
に
巻
き
込
ま
れ

る
。
固
有
名
詞
は
全
く
な
い
が
、『
永
日
小
品
』
の
一
編
「
印
象
」
に
そ
の
体
験
が
描
か
れ

る
。
人
の
波
に
巻
き
込
ま
れ
、
ト
ラ
フ
ァ
ル
ガ
ー
広
場
ま
で
歩
い
た
ロ
ン
ド
ン
の
最
初
の
体

験
は
、
文
字
通
り
印
象
的
だ
。
漱
石
は
、
お
そ
ら
く
既
に
ロ
ン
ド
ン
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
あ

る
赤
い
表
紙
の
ベ
デ
カB

aedeker

を
持
っ
て
い
た
ろ
う
（
漱
石
蔵
書
に
あ
る＊
）。
折
り
込

み
の
地
図
も
付
い
た
書
物
だ
が
、
そ
れ
を
見
て
も
す
ぐ
さ
ま
こ
の
大
都
会
を
歩
く
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
今
な
ら
、
例
え
ば
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
地
図
ア
プ
リ
を
使
っ
た
り
、A

-Z 

LO
N

D
O

N

の
よ
う
な
地
図
と
地
名
索
引
が
一
体
化
し
た
書
物
を
携
え
て
歩
く
に
し
て
も
、

＊
ロ
ン
ド
ン
の
足
跡
を
た
ん
ね

ん
に
追
っ
た
業
績
は
多
い
が
、

先
駆
的
な
三
冊
と
し
て
角か
ど

野の

喜き

六ろ
く

『
漱
石
の
ロ
ン
ド
ン
』（
一

九
八
二
・
五
、
荒
竹
出
版
）、

稲
垣
瑞
穂
『
漱
石
と
イ
ギ
リ
ス

の
旅
』（
一
九
八
七
・
五
、
吾

妻
書
房
）、
塚
本
利
明
『
漱
石

と
英
国
』（
一
九
八
七
・
九
、

彩
流
社
）
を
挙
げ
て
お
く
。

＊
漱
石
の
持
っ
て
い
た
ロ
ン
ド

ン
案
内
の
『
ベ
デ
カ
』
は
、
一

九
八
九
年
版
。
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ト
ラ
フ
ァ
ル
ガ
ー
広
場
ま
で
は
、
結
構
面
倒
な
道
の
り
だ
。
日
記
に
、「
方
角
モ
何
モ
分
ラ

ズ
」
と
い
う
記
述
も
あ
る
。

　
こ
の
日
か
ら
十
二
月
初
め
ま
で
の
生
活
の
一
端
は
残
さ
れ
た
日
記
で
う
か
が
わ
れ
る
が
、

ユ
ニ
ヴ
ァ
シ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
ケ
ア
教
授K

er

の
講
義
を
一
時
聴
講
し
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ

ジ
に
行
き
そ
こ
で
の
滞
在
の
可
能
性
を
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ズ
氏A

ndrew
s

に
訪
ね
（
結
局
は

実
現
せ
ず
）、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
学
者
の
ク
レ
イ
グC

raig

の
個
人
教
授
を
受
け
る
段
取
り

を
付
け
て
い
る
。
そ
の
間
、
漱
石
が
ロ
ン
ド
ン
の
名
所
を
訪
れ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

日
記
の
記
述
か
ら
わ
か
る
場
所
を
記
し
て
お
き
た
い
。

　
ロ
ン
ド
ン
塔
・
タ
ワ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
・
ロ
ン
ド
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
大
火
記
念
塔
（
一
〇
・

三
〇
）、
大
英
博
物
館
・
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
寺
院
（
一
一
・
三
）、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ギ

ャ
ラ
リ
ー
（
一
一
・
五
）、
ハ
イ
ド
パ
ー
ク
（
一
一
・
六
）、
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
・
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ア
ル
バ
ー
ト
博
物
館
（
一
一
・
一
一
）、
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
寺
院

（
一
一
・
一
七
）

　
そ
の
間
、
二
番
目
の
下
宿
プ
ラ
イ
オ
リ
ー
・
ロ
ー
ド�85 Priory R

oad, W
est H

am
p-

stead

に
、
十
一
月
十
二
日
に
移
っ
て
い
る
。
現
在
、
地
下
鉄
ジ
ュ
ビ
リ
ー
線
で
、
ロ
ン
ド

ン
の
中
心
地
か
ら
や
や
離
れ
た
北
西
の
方
向
の
ベ
ー
カ
ー
ル
ー
駅B

akerloo

で
降
り
、
十

プ
ラ
イ
オ
リ
ー
・
ロ
ー
ド
の
下
宿



ロンドン


